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る
春
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
お

り
、
男
性
が
ト
ン
ガ
と
呼
ば
れ

る
道
具
で
２
メ
ー
ト
ル
間
隔
に

深
さ
約　

セ
ン
チ
の
穴
を
掘
り
、

３０

女
性
と
中
学
生
が
丁
寧
に
苗
木

を
植
え
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
初
め
て
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
最
初
は
真
直
ぐ

に
植
え
る
こ
と
が
で
き
ず
苦
労

し
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
慣

れ
て
終
わ
り
に
は
上
手
に
植
え

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

山
の
寺
キ
ャ
ン
プ
場
で
行
わ

れ
た
開
会
式
で
は
、
中
学
生
の

作
文
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
一

年
一
組
の
酒
井
七
海
さ
ん
は「
高

森
町
と
い
う
豊
か
な
自
然
の
中

で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
感
謝

し
な
が
ら
、
一
本
一
本
大
切
に

植
樹
し
た
い
」
ま
た
、
一

年
二
組
の
上
沼
怜
央
さ
ん

は
「
こ
の
植
樹
祭
で
少
し

で
も
自
然
に
恩
返
し
た
い
。

そ
し
て　

年
後
に
ど
の
く

３０

ら
い
大
き
く
成
長
し
て
い

る
か
楽
し
み
に
し
た
い
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
熊
谷
町
長
は
、「
中

学
一
年
生
は
植
樹
す
る
こ

と
で
森
や
木
に
関
心
を
持
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眩
し
い
青
葉
の

な
か
、
爽
や
か
な

風
を
車
窓
か
ら
眺

め
な
が
ら
東
北
三

県
を
訪
れ
た
。
岩

手
県
陸
前
高
田
、

宮
城
県
石
巻
、
福

島
県
南
相
馬
、
い

ず
れ
も
５
年
目
を

迎
え
た
被
災
地
の
生
の
声
を
お

聞
き
す
る
機
会
を
得
た
。
昨
年

に
続
い
て
二
度
目
の
訪
問
で
は
、

仮
設
住
宅
に
住
む
懐
か
し
い
人

と
手
を
取
っ
て
再
会
を
喜
び
合

う
。
昨
年
の
よ
う
な
涙
は
な
く

と
も
、
厳
し
い
仮
設
の
暮
ら
し

に
変
わ
り
は
な
い
。
仮
設
を
巣

立
つ
人
の
中
に
も
複
雑
な
思
い

が
去
来
す
る
。　

m
の
盛
り
土

１０

の
上
に
で
き
る
新
し
い
町
に
不

安
は
あ
る
も
の
の
、
陸
前
高
田

の
若
者
の
表
情
は
明
る
か
っ
た

▼
警
戒
区
域
の
浪
江
町
に
入
る

と
、
被
災
し
た
建
物
は
手
付
か

ず
の
ま
ま
取
り
残
さ
れ
、
死
と

化
し
た
町
の
姿
に
言
葉
を
な
く

し
た
。
汚
染
さ
れ
た
土
が
黒
い

袋
に
詰
め
ら
れ
た
ま
ま
あ
ち
こ

ち
に
放
置
さ
れ
、
途
方
も
な
い

土
地
の
除
染
が
、
い
つ
終
わ
る

と
も
な
く
続
け
ら
れ
て
い
る
▼

新
聞
の
一
面
を
賑
わ
す
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
被
ば
く
し
た

土
地
で
暮
ら
す
人
々
の
苦
し
み

を
容
赦
な
く
包
み
隠
し
て
し
ま

う
。
道
の
駅
で
出
会
っ
た
女
性

の
、
身
の
内
か
ら
絞
り
出
す
よ

う
な
叫
び
と
も
思
え
る
言
葉
に
、

自
分
が
置
か
れ
て
い
る
幸
せ
が

申
し
訳
な
く
思
え
る
▼
出
会
っ

た
人
た
ち
の
顔
と
そ
の
言
葉
に

励
ま
さ
れ
、「
一
生
懸
命
生
き

て
い
こ
う
」
と
家
族
の
待
つ
帰

路
に
つ
い
た
。

　①

　

下
伊
那
の
中
学
校
に
勤
務
し

て
い
ま
す
。
平
日
は
早
朝
か
ら

夜
ま
で
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
家
族
に

は
、
い
つ
も
支
え
て
も
ら
い
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
沢

山
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
っ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
家
族

の
た
め
に
恩
返
し
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

普
段
は
仕
事
で
町
内
に
居
る

こ
と
が
少
な
い
で
す
が
、
生
ま

れ
育
っ
て
き
た
高
森
町
で
何
か

出
来
る
こ
と
は
な
い
か
考
え
、

町
に
も
恩
返
し
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

北
沢
篤
志
（
下
市
田
）

　

４
月　

日
、
町
の
植
樹
祭
が

２８

山
の
寺
キ
ャ
ン
プ
場
北
側
の
町

有
林
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
森

中
学
校
の
１
年
生
１
４
７
人
を

は
じ
め
、
町
内
各
種
団
体
関
係

者
や
一
般
者
ら
約
３
０
０
人
が

参
加
し
、
ア
カ
マ
ツ
林
約
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
ヒ
ノ
キ
の
苗
木
２

５
０
０
本
を
植
え
ま
し
た
。

　

こ
の
植
樹
祭
は
毎
年
行
わ
れ

　

タ
イ
ト
ル
が

ち
ょ
っ
と
刺
激
的
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

と
い
う
の
は
、供
当

た
り
前
僑
の
言
葉
の

意

味
は
、「
当

然
」

め
て
個
々
の
問
題
で
は
な
い
の

か
。
否
、そ
ん
な
こ
と
は
な
い
、

普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
は
ず
だ

と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
生
活
形
態
や

価
値
観
が
多
様
化
し
た
今
、供
当

た
り
前
僑
を
要
求
す
る
に
は
、

慎
重
で
あ
り
た
い
。
そ
う
で
な

い
と
、
必
ず
や
互
い
の
受
け
止

め
に
ズ
レ
が
生
じ
、
人
間
関
係

を
崩
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る

と
思
う
か
ら
だ
。

　

画
一
的
で
一
元
化
さ
れ
た
物

事
を
供
当
た
り
前
僑
の
こ
と
と

し
た
り
す
る
時
に
使
わ
れ
る
と
、

威
圧
的
な
意
味
合
い
が
強
く
な

り
、
言
葉
の
刃
と
な
っ
て
突
き

刺
さ
っ
て
く
る
。「
そ
れ
っ
て

当
た
り
前
で
し
ょ
。」「
当
た
り

前
の
こ
と
が
で
き
な
い
ん
だ
よ

ね
。」「
そ
ん
な
こ
と
も
知
ら
な

い
ん
だ
よ
な
あ
。」
な
ど
の
類

で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、供
当
た
り
前
僑

と
い
う
世
界
は
存
在
す
る
の
か
。

そ
の
人
の
、
生
き
方
・
環
境
・

生
き
た
時
代
・
文
化
…
?
一
言

で
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
極

供
当
た
り
前
僑と
い
う
言
葉
の
刃

と
か
、「
特
に
変
わ
っ
た
と
こ

ろ
が
な
く
、
普
通
で
あ
る
こ

と
」
な
ど
で
あ
っ
て
、
決
し

て
攻
撃
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
な

ど
感
じ
さ
せ
な
い
か
ら
だ
。
む

し
ろ
、
さ
り
げ
な
い
親
切
や

気
遣
い
を
、「
当
た
り
前
の
こ

と
を
し
た
ま
で
で
す
。」
と
、

受
け
止
め
合
え
ば
、
人
と
の
関

係
は
温
か
で
円
滑
に
保
て
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
供
当
た
り

前
僑
を
、
自
己
主
張
す
る
時
や

他
人
に
強
い
た
り
相
手
を
批
判

す
る
の
で
は
な
く
、
多
様
で
異

質
な
物
事
を
積
極
的
に
受
け
容

れ
る
こ
と
を
供
当
た
り
前
僑
の

こ
と
と
し
て
要
求
さ
れ
る
時
代

で
あ
る
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、

他
人
に
要
求
す
る
場
合
、
た
だ

「
当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
」
で
は
、
一
方
的

で
、
し
か
も
曖
昧
・
無
責

任
で
あ
る
。

　

新
し
い
年
度
も
そ
ろ
そ

ろ
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
頃

だ
。
学
校
・
職
場
・
地
域
な
ど

で
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
新
人
さ

ん
た
ち
、供
当
た
り
前
僑
の
言

葉
に
戸
惑
っ
た
り
傷
つ
い
た
り

し
な
い
で
、
仕
事
や
人
間
関
係

な
ど
、
う
ま
く
や
っ
て
い
る
だ

ろ
う
か
。

一
本
一
本
大
切
に
植
え
ま
し
た

一
本
一
本
大
切
に
植
え
ま
し
た

〜
高
森
町
植
樹
祭
〜

町町のの安安全全をを守守りりまますす!!!!
〜消防団水防訓練〜消防団水防訓練〜〜

坑
坑

坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑

ち
、
大
切
に
守
っ
て
い
っ
て
欲

し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
高
森
町
の
緑
化
活
動
が

評
価
さ
れ
、
緑
化
推
進
運
動
功

労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受

賞
し
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
直
接
授
与
さ
れ
た
表
彰
状
と

盾
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
植
樹
し
た
苗
木
は
、
下

刈
り
・
除
伐
・
間
伐
な
ど
の
整

備
を
し
て
い
き
、
木
を
大
き
く

成
長
さ
せ　

年
～　

年
後
に
木

４０

５０

材
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

一本一本大切に

　

天
白
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
芝
生
化
さ
れ
て
生

ま
れ
変
わ
り
、
快
晴

の
５
月　

日（
日
）
に

１０

オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

芝
生
は
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じ
助
成
金

を
受
け
て
整
備
さ
れ

た
も
の
で
、
昨
年　
１０

月
下
旬
に
種
ま
き
し
、

本
日
ま
で
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
で
散
水
し
た

り
液
肥
を
与
え
る
な

ど
し
て
管
理
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
草
種
は
寒
地
型
の

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス

他
４
種
混
合
で
、
寒
さ
に
強
く

冬
で
も
緑
色
を
保
て
る
の
が
特

徴
だ
そ
う
で
す
。

　
　

時
か
ら
の
オ
ー
プ
ン
セ
レ

１０
モ
ニ
ー
で
は
、
熊
谷
元
尋
町
長
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
信
州
ク
ラ
ブ
」

小
澤
健
理
事
長
か
ら
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
芝
生
化
の
経
緯
な
ど

が
話
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
管

理
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
主
体
と
な

り
、
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
の
子
供

や
保
護
者
が
行
う
予
定
で
、
新

し
い
モ
デ
ル
と
な
り
そ
う
で
す
。

セ
レ
モ
ニ
ー
の
最
後
に
は
、
小

学
生
と
園
児
の
ラ
グ
ビ
ー
選
手

が
「
天
白
」
の
人
文
字
を
作
り
、

来
賓
や
保
護
者
も
加
わ
り
記
念

撮
影
し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
は
、
高

森
・
上
郷
・
伊
賀
良
の
小
学
生

及
び
園
児
の
ラ
グ
ビ
ー
交
流
試

合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
は
、

長
野
県
小
中
学
生
女
子
７
人
制

ラ
グ
ビ
ー
の
交
流
試
合
が
あ
り
、

ふ
か
ふ
か
の
芝
生
の
上
を
思
い
っ

き
り
走
り
回
り
、
汗
を
流
し
ま

し
た
。

緑に映える「天白」の人文字

天
白
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

天
白
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

〜
裸
足
で
も
気
持
ち
い
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
〜
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牧

上

市

田

大

島

山

出

原

山　　　　　吹
本
館
推
薦
部
員

支
館
長
・
分
館
長

支

館
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支

館
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支

館
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１

区

２

区

３

区

４

区

５

区

６

区

東中西南

山

吹

上

山

吹

中

下

平

上

平

駒

場

竜

口

新

田

仲
平　
　

隆

木
下　
　

正

滝　
　

茂
樹

青
木　

惠
裕

林　
　

増
美

久
保
田
元
美

新
井　

千
道

中
塚　

文
二

細
江　
　

昭

古
林　

信
嗣

中
塚　

政
明

浅
間　

紀
一

北
村　

佳
久

下
平　

知
明

岡
田　
　

修

宮
下　

良
晴

寺
澤　

和
夫

竹
内　

克
己

佐
々
木
富
晴

寺
澤　

和
夫

片
桐　

宏
彬

小
平　

純
一

中
原　
　

修

原　
　
　

敬

主　
　
　

事

秋
田　

和
子

上
沼　

基
広

北
林　

健
治

上
沼　
　

寛

池
田　

直
人

原　
　

文
夫

大
島　

光
雄

木
村　

伸
吾

中
塚　
　

稔

中
塚　

文
昭

宮
下　

秀
幸

熊
谷　

辰
生

岩
崎　
　

修

後
澤　

久
司

小
池　
　

勲

寺
澤　

好
康

安
藤　

政
道

小
平　
　

博

寺
澤　

好
康

福
澤　

富
弘

林　
　

勝
幸

龍
口　

俊
久

佐
々
木　

昇

教　

養　

部

上
沼　

文
江

手
塚　

勲
子

原　

千
恵
子

牧
内　
　

睦

福
沢
さ
ゆ
り

菅
沼　

千
尋

中
村　

一
男

今
村　

拓
也

中
塚　

広
司

北
林　
　

進

中
原　

智
司

垣
屋　

正
義

佐
藤　

勝
治

鎌
倉　

和
博

安
藤　

浩
二

山
城　

直
也

寺
澤　

秀
弘

龍
口　
　

健

小
平
久
美
子

柏
原　

良
春

大
島　
　

誠

視 

聴 

覚 

部

原　
　

常
夫

壬
生　

芳
照

島
岡　

広
明

木
村　

伸
吾

橋
都　
　

保

佐
々
木
茂
登

林　
　

勝
朗

古
木　

英
男

編　

集　

部

今
川　

厚
子

倉
澤
千
穂
子

平
澤　
　

滋

熊
谷　

由
衣

松
島　

秀
文

片
桐　

史
子

小
椋　

大
輔

小
林　

正
男

木
下　

義
明

松
沢　

照
美

吉
川　

誠
一

佐
々
木
宣
之

青
山　

洋
子

宮
下　

直
樹

安
藤
佐
智
子

寺
澤
貴
栄
子

佐
々
木
徳
栄

中
平　

俊
行

山
崎　

寿
代

三
島　

基
宜

中
平　
　

清

体　

育　

部

松
村　

和
広

上
沼　

太
一

大
沢　

正
彦

松
島　

浩
子

三
石　

和
伸

宮
澤　

一
夫

土
岐　

哲
生

木
村　

雅
俊

壬
生　

正
道

竹
村　
　

進

湯
沢　

健
彦

竹
内　

正
之

小
池　

康
行

松
井　
　

誠

矢
澤　

政
光

古
林　

俊
彦

小
池　

清
智

本
島　

輝
彦

福
井　

秋
雄

中
島　

朝
雄

原　
　

俊
昭

片
桐　

隆
史

田
切　

浩
一

市
沢　
　

力

村
上　

賢
英

青
山
祐
美
子

宮
島　

克
浩

宮
下　

雅
光

秋
山
勝
太
朗

桜
田　

寿
史

堀
越　

四
郎

中
村　

卓
徳

村
松　
　

亮

寺
沢　

優
作

中
平　

秀
臣

奥
田　

剛
志

河
合　

隆
俊

小
平　

澄
夫

龍
口　

貴
博

中
原
健
一
朗

段
木　

秀
夫

林　

慎
一
郎

松
下　

政
弘

松
沢　

照
美

北
原
多
加
子

小
澤　

克
己

宮
嶋　

宏
行

平
成　

年
度
公
民
館
組
織
表

２７

◎
は
部
長

○
は
副
部
長

本館

館
長
・
大
洞　

利
雄

主
事
・
上
沼　
　

徹
・
木
村　

紘
太

②　

長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝

一
般
の
部　

見
事
３
位

　

４
月　

日（
水
・
祝
）に
、
第

２９

　

回
長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝

２５競
走
大
会
・
第　

回
長
野
県
市

１１

町
村
対
抗
小
学
生
駅
伝
競
走
大

会
が
、
松
本
市
の
松
本
平
広
域

公
園
陸
上
競
技
場
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
日
差
し
が
強
く
と

て
も
良
い
天
候
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。

走
る
選
手
に
と
っ

て
は
少
し
暑
い
中

で
の
レ
ー
ス
と
な

り
ま
し
た
が
、
高

森
町
の
代
表
と
し

て
選
手
の
皆
さ
ん

は
大
健
闘
さ
れ
ま

し
た
。

　

応
援
に
駆
け
付

け
て
く
れ
た
保
護

者
や
先
生
方
の
声

援
も
、
選
手
み
な

さ
ん
を
後
押
し
し
、

ま
さ
に
、
み
ん
な

で
心
を
繋
い
だ
駅

伝
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

〔
小
学
生
の
部
〕

　

４
区
間
、
６
㎞
を
４
人
の
選

手
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
、
み
ん
な
で

練
習
を
頑
張
っ
た
子
ど
も
達
の

表
情
は
、
緊
張
の
中
に
も
自
信

に
満
ち
あ
ふ
れ
、
一
生
懸
命
走

る
姿
に
は
、
と
て
も
感
激
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
レ
ー
ス
を
終
え

て
見
せ
た
、
無
邪
気
な
笑
顔
も

す
ご
く
印
象
的
で
し
た
。

〔
一
般
の
部
〕

　
　

・
１
９
５
㎞
を
９
人
の
選
手

４２
が
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
、栄
光
の
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
、
一
丸
と
な
っ
て

走
り
切
り
ま
し
た
。

　

当
町
は
中
学
生
、
高
校
生
を

中
心
に
、
一
般
女
子
、
一
般
男

子
を
く
わ
え
た
若
手
チ
ー
ム
で

大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
各
選
手

が
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
の
中
で
練

習
を
重
ね
、
レ
ー
ス
の
中
で
は

〈
一
般
の
部
〉

１
区　

藤
岡　

緩
奈

２
区　

河
合　
　

蓮

３
区　

小
林　

大
亮

４
区　

松
崎　

健
悟

５
区　

岩
崎　

一
徹

６
区　

宮
内　

斗
輝

７
区　

中
塚　

千
和

８
区　

熊
谷　
　

駿

９
区　

山
崎　

哲
也

補
欠　

松
崎　

文
哉

　
　
　

小
池　

碧
桜

　
　
　

小
平　

俊
介

　
　
　

牧
野
明
日
香

〈
小
学
生
の
部
〉

１
区　

西
村　

歩
華

２
区　

椚
谷　
　

元

３
区　

佐
野　

文
音

４
区　

本
島　

尚
緒

補
欠　

岩
崎　

貴
平

　
　
　

宮
内　

笑
夢

参 
加 
選 
手

皆
が
自
分
の
力
を
発
揮
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
過
去

最
高
と
な
る
総
合　

位
、
町
の

１２

部
で
は
３
位
と
い
う
好
成
績
を

納
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

町の代表選手達

高森町
季節の野鳥
高森町
季節の野鳥

～シリーズ～

１9

ト　ビ
　

昔
、「
ト
ン
ビ
が
く
る
り
と
輪
を
か
い

た
」
と
い
う
歌
詞
の
歌
謡
曲
や
「
飛
べ
飛

べ
ト
ン
ビ　

空
高
く
（
中
略
）
ピ
ー
ヒ
ョ

ロ
ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
（
後
略
）」
と
い
う
歌
詞

の
唱
歌
が
よ
く
歌
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
歌
の
主
人
公
は
皆
さ
ん
も

よ
く
知
っ
て
い
る
「
ト
ビ
（
ト

ン
ビ
）」
と
い
う
鳥
で
、
空
で

輪
を
か
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と

飛
ん
で
い
る
姿
を
毎
日
の
よ
う

に
目
に
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
鳥
は
、
私
た
ち
が
川
な

ど
に
捨
て
た
食
品
の
残
り
や
浮

い
て
い
る
魚
、交
通
事
故
に
あ
っ

た
動
物
の
肉
な
ど
を
食
べ
る
こ

と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
い
木
の
枝
に
作
る
巣
に

は
ビ
ニ
ー
ル
の
ひ
も
な
ど
が
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
私

た
ち
が
汚
し
た
周
り
の
環
境
の

掃
除
に
一
役
買
っ
て
く
れ
て
い

る
鳥
で
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

庵
庵

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

私
は
生
き
て
い
る
ヘ
ビ
を
捕
獲

し
て
運
ん
で
い
る
場
面
を
見
た

こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ
の
鳥
の

食
べ
物
は
す
べ
て
死
ん
だ
肉
と

は
限
ら
な
い
こ
と
を
付
け
加
え

て
お
き
ま
す
。
い
く
ら
体
は
大

き
い
ト
ビ
で
も
鳥
な
の
で
歯
は

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
魚
や

小
動
物
を
食
べ
る
時
は
丸
呑
み

を
す
る
の
で
す
が
、
骨
や
毛
は

胃
の
中
に
入
っ
て
も
そ
れ
ら
は

消
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
胃
の
中
に
た
ま
っ
た

骨
や
毛
を
丸
め
て
、
口
か
ら
吐

き
出
し
ま
す
。
こ
れ
は
ペ
リ
ッ

ト
と
呼
ば
れ
、
ト
ビ
が
夜
止
ま

る
木
の
下
な
ど
で
よ
く
見
か
け

ま
す
。 

（
藪
の
鳥
）

ト
ビ
（
若
鳥
）

ワ
シ
タ
カ
類
飛
翔
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク（
文
一
総
合
出
版
）よ
り
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松
岡
城
址
新
緑
の
会

松
岡
城
址
新
緑
の
会

は　

る

　

４
月　

日
、
鯉
の
ぼ
り
が
晴

２６

れ
渡
っ
た
空
に
泳
ぐ
城
址
内
で

松
岡
城
址
愛
護
会
主
催
に
よ
る

「
松
岡
城
址 
新  
緑 
の
会
」
が
開
催

は 

る

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
４
回
目
と
な
る
今
年

も
こ
の
城
跡
を
知
っ
て
も
ら
う

為
に
、
大
自
然
の
中
で
演
奏
を

聴
き
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
と
願

い
、
６
団
体
に
よ
る
野
外
演
奏

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
愛
護
会
の

宇
佐
美
会
長
か
ら
高
森
町
外
の

方
に
も
こ
の
新
緑
の
会
を
知
っ

て
貰
い
た
い
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

心
鼓
毬　

彩
（
し
ん
こ
き
ゅ

う　

あ
や
）
の
軽
快
な
和
太
鼓

演
奏
と
舞
か
ら
始
ま
り
、
今
年

映
画
で
も
話
題
に
な
っ
た
満
蒙

弾
い
て
演
奏
す
る
中
国
の
楽
器
）

の
優
雅
な
演
奏
、
ま
た
キ
ッ
ズ

彩
の
こ
ど
も
達
の
か
わ
い
ら
し

く
も
あ
り
勇
ま
し
い
素
晴
ら
し

い
和
太
鼓
の
響
き
に
心
を
躍
ら

せ
ま
し
た
。
会
場
入
り
口
で
は

牛
牧
お
や
き
の
会
に
よ
る
お
や

き
の
販
売
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
多
く
の
皆

さ
ん
が
訪
れ
、
伊
那
谷
一
帯
を

見
渡
せ
る
眺
望
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

４
月　

日
に
、
上
市
田

２６

区
民
会
館
前
に
て
、
上
市

田
区
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
気
持
ち
の
よ
い
晴

天
で
、
多
く
の
方
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

田
切
区
長
は
「
例
年
と

は
違
い
、
難
コ
ー
ス
が
作

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
わ
き

あ
い
あ
い
と
楽
し
く
プ
レ
ー

し
て
ほ
し
い
で
す
」
下
平

分
館
長
か
ら
は
「
今
年
は

役
員
の
創
意
工
夫
で
作
っ

ら
は
「
日
頃
の
運
動
不
足
を
解

消
で
き
そ
う
で
す
。
コ
ー
ス
に

も
変
化
が
あ
っ
て
楽
し
い
」「
会

場
が
近
く
て
嬉
し
い
」
と
感
想

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

起
伏
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
で
し

た
の
で
、
役
員
か
ら
は
「
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
だ
す
の
は
難
し

い
な
ぁ
?
」
と
の
声
も
あ
り
ま

し
た
が
、　

名
も
賞
を
手
に
す

１２

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日

は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
無
事

に
行
事
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

平
成　

年
度  

貸
出
ベ
ス
ト　

２６

１０

　

南
信
州
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
で
、
昨
年
度
貸
し
出
し
が
多

か
っ
た
本
の
上
位　

冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
読
書
の
参
考
に
し
て

１０

く
だ
さ
い
。

第
１
位

　

祈
り
の
幕
が
下
り
る
と
き

東
野
圭
吾（
講
談
社
）

　

刑
事
、
加
賀
恭
一
郎
の
行
方

不
明
だ
っ
た
母
親
の
最
後
。
女

性
演
出
家
の
幼
な
じ
み
の
遺
体

の
謎
な
ど
絡
み
合
う
人
生
を
描

く
。

第
２
位

　

村
上
海
賊
の
娘　

上
巻

和
田
竜（
新
潮
社
）★

　

織
田
信
長
と
大
阪
本
願
寺
の

対
立
。
本
願
寺
側
に
乞
わ
れ
た

最
強
と
謳
わ
れ
る
村
上
海
賊
。

そ
の
娘
、 

景 
は
海
賊
仕
事
に
精

き
ょ
う

を
出
し
て
い
た
が
戦
に
参
加
す

る
と
聞
か
ず
…
。

第
３
位

　

虚
ろ
な
十
字
架

東
野
圭
吾（
光
文
社
）

　

人
を
殺
し
た
人
間
は
死
ん
で

償
う
べ
き
な
の
か
。
死
刑
制
度

を
テ
ー
マ
に
扱
う
ミ
ス
テ
リ
ー
。

　

〃  

　

村
上
海
賊
の
娘　

下
巻

和
田
竜（
新
潮
社
）★

第
５
位

　

舟
を
編
む

三
浦
し
を
ん（
光
文
社
）★

　

出
版
社
の
辞
書
編
集
部
に
配

属
さ
れ
た 
馬
締 
光
也
。
問
題
が

う
ま
じ
め

山
積
み
の
編
集
部
だ
が
、
果
た

し
て
国
語
辞
典
「
大
渡
海
」
は

編
み
あ
が
る
の
か
…
。

　

〃  

　

マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
ホ
テ
ル

東
野
圭
吾（
集
英
社
）

　

お
客
様
の
被
っ
て
い
る
仮
面

を
は
が
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ

れ
が
信
条
の
ホ
テ
ル
マ
ン
と
、

人
の
仮
面
を
は
が
す
の
が
仕
事

の
刑
事
。
予
告
さ
れ
た
殺
人
は

ホ
テ
ル
で
起
き
る
の
か
…
。

第
７
位

　

ホ
テ
ル
ロ
ー
ヤ
ル

桜
木
紫
乃（
集
英
社
）

　

第　

回
直
木
賞
受
賞
。
北
国

１４９

に
あ
る
ラ
ブ
ホ
テ
ル
で
織
り
成

さ
れ
る
、
客
、
従
業
員
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
の
機
微
。

第
８
位

　

海
賊
と
よ
ば
れ
た
男　

上

百
田
尚
樹（
講
談
社
）★

　

太
平
洋
戦
争
で
残
っ
た
の
は

借
金
の
み
。
出
光
興
産
の
創
業

者
、
出
光
佐
三
を
モ
デ
ル
と
し

た
経
済
小
説
。

第
９
位

　

海
賊
と
よ
ば
れ
た
男　

下

百
田
尚
樹（
講
談
社
）★

第　

位
１０

　

銀
翼
の
イ
カ
ロ
ス

池
井
戸
潤（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

　

銀
行
マ
ン
半
沢
直
樹
シ
リ
ー

ズ
第
４
弾
。

　

ベ
ス
ト　

の
特
徴
は
、
こ
こ

１０

数
年
で
本
屋
大
賞
に
選
ば
れ
た

作
品
と（
★
が
大
賞
受
賞
作
）、東

野
圭
吾
さ
ん
の
作
品
が
多
い
こ

と
で
す
。

　

本
屋
大
賞
は
近
年
、
と
て
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

書
店
員
が
素
直
に
「
面
白
い
！
」

「
ぜ
ひ
薦
め
た
い
！
」
と
思
っ

た
本
に
投
票
す
る
た
め
、
確
実

に
面
白
い
だ
ろ
う
と
い
う
期
待

感
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
そ

の
期
待
か
ら
か
受
賞
作
に
多
く

の
予
約
が
入
り
、
貸
し
出
し
が

多
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ご
紹
介
し
た
本
は
全
て
図
書

館
に
あ
り
ま
す
。
長
雨
の
お
供

に
ぜ
ひ
１
冊
、
借
り
に
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。

優勝めざすぞ鎧

心鼓毬　彩の演奏

開
拓
団
の
様
子
を

描
い
た
紙
芝
居

「
と
も
ち
ゃ
ん
の
お

へ
そ
」
で
は
開
拓

団
の
子
供
達
の
悲

し
い
話
を
会
場
の

方
が
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

二
胡　

劉
胡
会

（
に
こ　

り
ゅ
う
こ

か
い
）
に
よ
る
二

胡
（
２
本
の
弦
を

間
に
挟
ん
だ
弓
で

医
学
・
健
康
コ
ー
ナ
ー
新
設
し
ま
し
た

臆

俺

牡

卸

桶桶

桶桶

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　

図
書
館
入
口
か
ら
右
手
の
一
番
奥
ま
っ
た
場
所
に
、
健
康
法
や

病
気
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

栄
養
に
関
す
る
本
や
闘
病
記
な
ど
、
健
康
に
関
わ
る
も
の
は
全
て

こ
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。
机
も
傍
に
あ
る
の
で
、
ゆ
っ
く
り
調
べ

物
が
出
来
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

５
月
５
日
、

大
嶋
山
（
だ
い

と
う
ざ
ん
）
瑠

璃
寺
に
よ
る
不

動
滝
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

新
緑
と
小
鳥
の

さ
え
ず
り
の
中
、

高
森
公
園
（
現

在
の
堂
所
浄
水

場
上
附
近
）
に

て
祭
典
の
旗
竿

を
立
て
ま
し
た
。

こ
こ
は
創
建
当

時
、
瑠
璃
寺
の

お
堂（
薬
師
堂
）

が
あ
っ
た
場
所

で
、
お
堂
の
跡

地
に
祀
ら
れ
て

い
る
お
薬
師
様
・
お
不
動
様
に
、

瑠
璃
寺
住
職
及
び
檀
家
さ
ん
総

勢　

名
に
て
供
物
・
読
経
・
焼

１５
香
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
不
動
滝
に
移
動
し
、
流

れ
落
ち
る
滝
を
横
目
に
石
を
つ

た
っ
て
対
岸
に
渡
り
、
岩
の
中

腹
に
祀
ら
れ
て
い
る
お
不
動
様

に
供
物
を
お
供
え
し
ま
し
た
。
前

日
の
雨
で
水
量
が
増
し
て
お
り
、

水
し
ぶ
き
を
浴
び
な
が
ら
の
読

経
・
焼
香
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
尊
薬
師
如
来
出

現
の
地
『
間
の
洞
（
あ
い
の
ほ

ら
）』
と
、
瑠
璃
寺
本
堂
右
に

あ
る
小
滝
（
不
動
滝
を
模
し
た

も
の
）
に
て
、
同
じ
よ
う
に
供

物
・
読
経
・
焼
香
を
し
て
一
連

の
法
要
が
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。 　

高
森
町
の
不
動
滝
は
、
長
野

県
自
然
百
選
に
も
選
ば
れ
て
お

り
、
高
さ　

メ
ー
ト
ル
、
幅　

５０

１０

メ
ー
ト
ル
と
、
そ
の
規
模
は
伊

那
谷
随
一
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
滝
名
の
由
来
は
、
不
動

滝
の
下
流
に
あ
る
瑠
璃
寺
を
創

建
（
天
永
３
〈
１
１
１
２
〉
年
）

し
た
比
叡
山
竹
林
院
の
観
誉
僧

都
（
か
ん
よ
そ
う
ず
）
が
、
不

動
明
王
を
祀
っ
た
事
か
ら
、
大

島
山
不
動
滝
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

行
者
が
不
動
明
王
の
功
徳
に
従

い
、
修
行
（
河
水
に
浸
か
っ
て

真
言
を
唱
え
る
）
の
地
と
さ
れ
、

今
日
で
も
滝
行
を
さ
れ
る
修
行

者
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅

た
コ
ー
ス
で
す
。
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
選
手
宣
誓
で
は
「
日
頃
の

運
動
不
足
を
解
消
し
、
役
員
の

言
う
こ
と
を
聞
い
て
楽
し
み
た

い
」と
み
ん
な
の
笑
い
を
と
り
、

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
グ
ラ
ン
ド
か
ら

下
段
の
芝
生
、
お
堀
跡
の
く
ぼ

地
も
使
い
、全　

ホ
ー
ル
で
ボ
ー

２０

ル
を
打
ち
ま
し
た
。
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
「
一
回
で
入
れ
て
!
」

「
ヤ
ッ
タ
ー
」
と
歓
声
が
聞
こ

え
賑
や
か
で
し
た
。
参
加
者
か

皆さんの願いを込めて“御神酒”
日頃の運動不足を
解消します
日頃の運動不足を
解消します

　③
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明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
演
奏
会

美
し
い
旋
律
に
酔
い
し
れ
た
一
時

炭
循
農
法
は
単
純
農
法

駈

④　

　

今
ま
で
自
然
農
法
は
む
ず
か

し
い
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
多
分
経
験
か
ら
実
践
さ
れ

て
き
て
い
て
、
畑
や
植
物
の
自

然
の
摂
理
の
理
論
的
な
も
の
が

無
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
炭
素
循
環
農
法
は
、
地

球
の
歴
史
か
ら
学
ん
で
地
球
の

コ
ピ
ー
を
畑
に
再
現
す
る
こ
と

で
、
誠
に
単
純
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。　

億
年
前
に

３８

地
球
上
に
バ
ク
テ
リ
ア
が
発
生

し
お
よ
そ
４
億
年
前
に
目
に
見

え
る
大
き
な
菌
、
き
の
こ
菌
が

誕
生
し
た
こ
と
に
よ
り
植
物
が

生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
好

気
性
の
キ
ノ
コ
菌
を
始
め
発
酵

菌
を
畑
に
増
や
す
こ
と
で
短
期

に
土
を
ふ
か
ふ
か
に
し
、
多
収

穫
、
輪
作
も
可
能
な
土
地
に
変

化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
の
で
す
。
経
験
豊
か
な
方
々

に
は
な
か
な
か
受
け
入
れ
が
た

い
こ
と
で
す
が
、
水
や
り
も
完

熟
堆
肥
な
ど
も
い
ら
な
い
の
で

す
。
た
だ
ひ
た
す
ら
発
酵
菌
の

餌
を
あ
げ
る
だ
け
で
、
石
こ
ろ

だ
ら
け
で
も
固
い
赤
土
で
も
、

む
し
ろ
素
人
の
ほ
う
が
成
功
さ

せ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
す
。

ス
ギ
ナ
だ
ら
け
の
畑
も
石
灰
な

ど
撒
く
と
発
酵
菌
が
死
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
ス
ス
キ
の
よ
う
な

硬
い
草
も
自
然
に
絶
え
て
ゆ
き

ま
す
。
虫
や
病
気
に
も
強
い
の

で
消
毒
も
不
要
で
す
。

が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
で

し
っ
か
り
お
買
物
さ
れ
る
と
は
、
美
貴
さ

ん
の
良
妻
賢
母
な
ご
様
子
が
と
て
も
感
じ

ら
れ
ま
す
。
思
い
出
話
も
、

と
て
も
楽
し
そ
う
に
話
し

て
く
だ
さ
る
お
二
人
な
ら
、

き
っ
と
こ
の
先
も
、
ど
ん

な
小
さ
な
事
で
も
笑
い
に

か
え
な
が
ら
家
庭
を
築
い

て
い
か
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
お
二
人
に
、
ど

ん
な
ご
夫
婦
で
い
た
い
で

す
か
、と
お
聞
き
す
る
と
、

「
明
る
く
笑
顔
の
絶
え
な

い
夫
婦
。
い
つ
ま
で
も
付

き
合
っ
て
い
た
頃
の
よ
う

に
仲
良
し
で
い
た
い
な
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

素
敵
な
お
二
人
。
あ
た
た
か
い
ご
家
族

と
一
緒
に
末
永
く
お
幸
せ
に
…
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
新
婚
さ

ん
は
、
吉
田
に
お
住
ま
い
の

本
島
輝
彦
さ
ん
・
美
貴
さ
ん

ご
夫
婦
で
す
。

　

お
二
人
の
出

会
い
は
、
２
０

１
１
年　

月
１０

で
、
き
っ
か
け

は
飲
み
会
の
お

席
で
た
ま
た
ま

一
緒
に
な
っ
た

こ
と
だ
そ
う
で

す
。
そ
の
時
の
印
象
を
お
聞

き
す
る
と
、
輝
彦
さ
ん
は

「
う
わ
っ
！
か
わ
い
い
♡
」と
、

と
て
も
好
印
象
だ
っ
た
そ
う

で
、
美
貴
さ
ん
は
「
面
白
そ

う
な
人
だ
な
」
と
、
こ
ち
ら

も
好
印
象
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
も

何
回
か
会
う
度
に
自
然
と
お
互
い
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
、
お
付
き
合
い
が
は
じ

苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅
苅

ま
っ
た
と
か
。
そ
ん
な
お
二
人
に
、
一
番

の
思
い
出
を
お
聞
き
し
て
み
る
と
、「
一

番
の
思
い
出
は
、
や
は
り
初
デ
ー
ト
。
愛

知
県
の
ダ
イ
エ
ー
へ
行
き
、
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
の
商
品
券
で
食
料
品
を
買
い
放
題
し
た

事
」
と
、
な
ん
と
も
ユ
ニ
ー
ク
な
お
答
え

坑
坑

坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑
坑

坑 坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

　

繊
細
に
美
し
く
、
時
に
力
強

く
響
き
合
う
弦
の
音
色
。
５
月

　

日
、
中
学
校
体
育
館
を
会
場

１６に
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽

部
の
演
奏
会
が
行
わ
れ
、
多
く

の
人
が
そ
の
旋
律
に
酔
い
し
れ

ま
し
た
。

　

明
大
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
は

大
正　

年
、
６
名
の
マ
ン
ド
リ

１２

ン
・
ギ
タ
ー
愛
好
家
に
よ
っ
て

創
部
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
の
大

作
曲
家
で
あ
る
古
賀
政
男
氏
も

創
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
す
。
同

ク
ラ
ブ
の
活
動
は
今
や
グ
ロ
ー

バ
ル
。
年　

回
を
超
え
る
国
内

７０

演
奏
会
に
加
え
、
海
外
演
奏
旅

行
も
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
特
長
の
一
つ
が
、

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
広
さ
で
す
。
こ

の
日
は　

名
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

２６

を
編
成
。
同
大
校

歌
で
幕
を
開
け
た

演
奏
会
は
、
第
一

部
、
第
二
部
、
さ

ら
に
ア
ン
コ
ー
ル

を
通
し
て
、
童
謡

か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲
ま
で
全　

曲
を

１２

披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
。
古
賀
メ
ロ

デ
ィ
ー
の
代
表
作

「
影
を

慕
い
て
」

は
哀
感
漂
う
旋
律

が
印
象
的
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
「
夏
」

で
は
、
津
軽
の
短

い
夏
を
勇
壮
な
音

調
で
表
現
し
て
い

ま
し
た
。

　

演
奏
を
聴
い
た
町
民
の
一
人

は
「
若
さ
あ
ふ
れ
る
好
感
の
も

て
る
実
直
な
コ
ン
サ
ー
ト
。
マ

ン
ド
リ
ン
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

準
優
勝
の
上
市
田
ソ
フ
ト
ク
ラ

ブ
よ
り
優
勝
カ
ッ
プ
の
返
還
が

あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
の
山
田
幹
男
副
町
長
の

挨
拶
の
後
、
今
年
度
一
番
く
じ

を
引
い
た
下
４
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

リ
タ
ー
ン
ズ
の
市
瀬
良
樹
さ
ん

に
よ
り
「
ケ
ガ
無
く
・
楽
し
く

飲
酒
運
転
無
く
・
翌
朝
筋
肉
痛

に
な
っ
て
も
周
り
の
人
に
は
決

し
て
言
わ
な
い
事
を
誓
い
ま
す
」

と
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
力
強
い

明大マンクラの雄姿

 輝   彦    
てる ひこ

本 島　　　夫妻（吉田）
 美   貴    
み き

始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
火
曜
日
と
土
曜
日

に
試
合
、
木
曜
日
は
雨
天
予
備

日
と
し
、
消
防
操
法
大
会
練
習

の
為
６
月
中
旬
か
ら
７
月
中
旬

と
、
各
地
区
の
祭
り
や
お
盆
の

休
み
を
挟
み
、
８
月　

日
迄　

２９

１５

チ
ー
ム
総
当
た
り　

日
間
１
０

１８

５
試
合
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
す
。

　

宣
誓
通
り
に
ケ
ガ
無
く
・
楽

し
く
プ
レ
ー
し
て
ほ
し
い
で
す
。
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夜間ソフトボールリーグ戦開夜間ソフトボールリーグ戦開幕幕

　

５
月　

日
（
日
）、
あ
ぐ
り

１７

交
流
セ
ン
タ
ー（
旧
蘭
植
物
園
）

に
お
い
て
、
「
い
る
も
ん
で
工

房
」
や
「
び
す
け
っ
と
」
の
グ

ル
ー
プ
を
は
じ
め
８
名
（
個
人

参
加
）
の
方
が
、
手
作
り
の
作

品
や
、
不
用
品
な
ど
を
持
ち
寄

り
わ
い
わ
い
市
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

手
づ
く
り
の
ク
ッ
キ
ー
や
漬

物
・
コ
ー
ヒ
ー
の
振
る
舞
い
も

あ
り
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

南
ア
ル
プ
ス
を
眺
め
な
が
ら
い

た
だ
く
ク
ッ
キ
ー
や
コ
ー
ヒ
ー

は
、
格
別
な
味
が
し
ま
し
た
。

こ
の
わ
い
わ
い
市
の
世
話
人
で

あ
る
下
市
田
の
福
沢
千
恵
子
さ

ん
は
、「
趣
味
で
い
ろ
い
ろ
な

作
品
を
つ
く
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

そ
れ
を
発
表
す
る
場
が
な
い
と

い
う
人
が
沢
山
い
る
の
で
、
そ

の
機
会
を
作

り
た
か
っ
た
」、

「
人
が
集
ま
る

こ
と
で
新
た

な
交
流
や
情

報
交
換
も
で

き
れ
ば
」
と
、

こ
の
わ
い
わ

い
市
を
企
画

し
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、

あ
ぐ
り
交
流

セ
ン
タ
ー
の

活
用
方
法
も

ど
う
し
た
ら

い
い
か
み
ん

な
で
考
え
て

い
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
、

年
間
を
通
し

おひとつどうぞ

力強い宣誓

　

５
月
７
日
、

中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
平
成

　

年
度
夜
間
ソ

２７フ
ト
ボ
ー
ル
開

会
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
夜

間
照
明
が
暗
く

ボ
ー
ル
が
見
え

づ
ら
い
と
い
う

要
望
も
あ
り
、

明
る
い
物
に
更

新
さ
れ
眩
し
い

く
ら
い
に
明
る

く
な
っ
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
、
昨

年
同
様
の
参
加

数
、　

チ
ー
ム

１５

の
選
手
が
整
列

し
開
会
式
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

会
長
挨
拶
に

続
き
、
昨
年
度

優
勝
の
追
分
ソ

フ
ト
ク
ラ
ブ
と

選
手
宣
誓
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら

の
連
絡
事
項
と

閉
会
の
後
、
来

賓
で
も
あ
る
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
の
鈴
木
政
男

さ
ん
に
よ
る
審

判
講
習
会
が
あ

り
、
今
年
度
か

ら
の
変
更
事
項

等
皆
真
剣
に
聞

き
入
っ
た
り
質

問
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

　

開
幕
日
の
５

月　

日
は
台
風

１２
６
号
の
影
響
で

試
合
が
で
き
ず
、

５
月　

日
か
ら

１６あ
ぐ
り
の
丘
わ
い
わ
い
市

　
　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
る

あ
ぐ
り
の
丘
わ
い
わ
い
市

　
　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
る

て
季
節
ご
と
に
開
催
し
て
い
く

予
定
と
の
こ
と
で
す
。


